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　２０１８年９月に実施した第１回目のリフレッシュキャンプは、西日本豪雨で被災
したこどもたち約４０名を招待して、ここ余島野外活動センターで実施しました。そ
れから約半年。期待に応える形で第２回目のリフレッシュキャンプを、同じ余島野外
活動センターで実施することができました。 
　余島は小豆島の沖に浮かぶ、周囲2.2kmの小さな無人島です。島の全てがYMCAの
キャンプ場で、毎年夏休みになると連日ここでこどもたちのキャンプが繰り広げられ
ます。 
　今回のキャンプへは、定員８０名のところに１２３名の申込みがありました。その
ため、４０名以上のこどもたちを断らざるを得ない状況でした。しかし様々な団体か
らの寄附をいただくことで、１泊２日の「余島わいわいキャンプ」に４０名のこども
たちを招待して差し上げる事ができました。　　 
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　こどもたちが思う存分、自分を表現し、自分たちのやりたい事を実現し、仲間と協力して何かを成し遂げる。そんなキャンプを
リフレッシュキャンプとして実施しました。 
　出発当日は、吉備真備駅前に少し緊張した面持ちで、お父さんやお母さんと一緒に大きな荷物を持って集まってきたこどもたち。
バスの中でグループのリーダーや、仲間たちと自己紹介をしていくうちに、少しずつ緊張もほぐれてきた様子でした。新岡山港から
土庄港へフェリーに乗り、バス、渡船を乗り継いで余島に到着しました。 
　その頃になると小雨が降り始めましたが、グループごとに何をして遊ぶかを相談して、早速遊び始めました。女の子のグループで
は、余島野外活動センターの阪田所長と一緒にテントを張り始めました。また男の子のグループでは、桟橋で魚釣りを始めるなど、
グループごとに「やりたい」を次々に実現していきました。　 
　２日目になると、少しお天気も回復したため、カヌー、カヤック、秘密基地作り、そして竹林で竹の子掘りをするグループもあり
ました。また、阪田所長と一緒にタコ捕りに行った男の子たちは、３匹のタコを担いで意気揚々と帰ってきました。この竹の子やタ
コは、リーダーたちが天ぷらにしてくれて、みんなで分かち合いました。 
　夜は、前の日に天候不順でできなかったキャンプファイヤーをしました。燃える炎を９０人で囲み、歌を歌ったりゲームをした
りして過ごしました。 
　最終日、やり残したことをグループでやり尽くし、来たときと逆のルートで吉備真備駅まで帰りました。遊び疲れてバスの中でウ
トウトしている子もいましたが、みんな元気に帰ってくることができました。 
　 
　「災害以降、ずっと我慢をさせてきました。」そんなことを書いていた保護者がいらっしゃいました。だからこそ、このキャンプ
では遊ぶことを我慢したり、「どうせそんなの無理だろ！」っと諦めたりすることのないキャンプにしたいと考えていました。そ
の点では、大成功の３日間だったと思います。大人にとっての３日間は、「たったの３日間」かもしれません。しかしこどもにとっ
ての３日間は、もしかしたら人生を変えるほどのインパクトを持った３日間にもなり得ます。私たちは微力ですが、このようなリフ
レッシュキャンプを通して、災害を受けたこどもたちを支えていきたいと考えています。 
　今回は私たちの他にも、東京都のスクールカウンセラーをされている、臨床心理士の岩上真歩子さんにも同行していただき、グルー
プを担当するリーダーへの助言と、こどもたちの支援をしていただきました。岩上さんはこどもたちに、「みんながこれから生きて
いく中で、雨が降ることもあれば道を見失うこともあります。でも、もしあなたたちが迷子になった時、見つかるまで必死に探し、
見つけたら心の底から喜んでくれる人が必ずいます。」と語ってくれました。YMCAはいつもそうありたいと願っています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラムディレクター：白鳥雅人　　　　　　　　　　　  
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